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２ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録 

 

 

１  開 催 日  令和８年２月５日（木） 

 

２  開 催 場 所  加古川市役所 北館４階大会議室 

 

３  出席した委員  小南教育長、溝口委員、小林委員、土屋委員、中山委員 

 

４  出席した職員  鹿間教育総務部長、松尾教育指導部長、  

鷹津教育総務部次長、藤原教育指導部次長、 

尾崎教育指導部学校教育担当参事、 

井上教育指導部部活動地域展開推進担当参事、 

今津教育指導部教育支援推進担当参事、 

真鍋教育指導部ダイバーシティ教育推進担当参事、 

福本教育総務課長、大崎学務課長、岡本社会教育課長、 

岡本学校教育課長、岡本教育支援課長、 

村上教育支援課副課長、窪田教育総務課副課長、 

竹内教育総務課管理調整係長 

 

５  傍   聴   者  なし 

 

６  議 事 の 要 旨 

 

○  開   会       午後２時００分 

 

○  会議録署名委員指名のこと 

土屋委員に決定 

 

○  １月定例教育委員会の会議録報告承認のこと 

（事務局から会議録朗読報告） 

１月定例教育委員会について、承認 

 

○  会議公開の可否決定のこと 

報告事項１「市内小学校で発生した重大事態に関する市長報告について」、報告事項

２「市内中学校で発生した重大事態に関する調査報告書の市長報告について」、協議事

項１「「学びの多様化学校」の本校について」、協議事項２「校長及び教頭の異動に係る

内申について」は、非公開とすることに決定 
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○  次期定例教育委員会予定日のこと 

３月１０日（火）午後３時から開催することに決定 

 

○  教育長諸報告 

（１）播磨学園「はたちの集い」について 

 １月１６日に播磨学園で開催された「はたちの集い」に出席した。二十歳を迎え 

た生徒たちが思いのこもった作文を読み上げた。これまでの行為への反省や更生を誓

う姿が印象的であった。 

 

（２）加古川市学校保健研究大会について 

この研究大会内で発表された平松医師による子宮頸がんに関する内容が非常に興

味深かった。子宮頸がんの特徴は若くして罹患する割合が高いことである。がんの多

くは高齢になるほど罹患率が高くなっていくが、子宮頸がんは罹患年齢が出産年齢期

と重なることが分かった。 

子宮頸がんは、学齢期のこどもたちも関わることであるため、予防策としてワクチ

ン接種と検診の有効性を啓発する必要があると強く感じた。 

 

○  教育委員諸報告 

〔中山委員から〕 

（１）加古川市学校保健研究大会について 

過去、子宮頸がんワクチンの有効性が否定されるような報道もあったが、医療に 

おいて、副作用のない薬はないし、リスクのない手術もない。メリットとデメリット

を正しく理解することが重要である。 

子宮頸がんは、青年期の女性でも罹患率が高いことを親世代も認識する必要があ

り、ワクチンによって予防できる可能性が高いことを周知していく必要がある。 

学校でも厚生労働省のパンフレットなどを活用し、小学校高学年から中学生に対す

る啓発に力を入れてもらいたい。 

 

〔小林委員から〕 

  （１）播磨学園「はたちの集い」について 

播磨学園で生徒たちが自分と向き合う時間をもてていることが、とても大切なこ 

とだと感じている。感謝の気持ちを大切にして、更生の道を歩んでもらいたい。 

    これからは、適切にＳＯＳを受け止めてくれる人と出会ってほしい。 

 

（２）彩星工科高校での授業について 

共学となる前の最後の授業を行った。思い思いに自分を表現する若者に元気をも 

らった。 

 

（３）参観日について 

  参観日の発表のため、こどもがこの１年で成長したことを保護者に聞く宿題がで

ていた。このことが親子で向き合える時間になり、こどもの成長を改めて実感するこ

とができる非常に有意義な時間を過ごした。 
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（４）夏休み期間の見直しについて 

  「元に戻す」という表現が、分かりやすく、非常に保護者に伝わっていると感じ 

る。 

 

〔溝口委員から〕 

（１）聖徳太子奉賛中学校駅伝競走大会について 

女子も男子も加古川市立の学校がよい結果を出していた。また、先生に言われず 

とも自主的に行動できる姿を見て感心した。 

    保護者もたくさん応援に駆けつけて、会場は非常に盛り上がっていた。 

 

〔土屋委員から〕 

（１）兵庫県いなみ野学園について 

兵庫県いなみ野学園陶芸学科に在席しており、この度４回生の作品展を行った。 

はじめは難しいと思っていたことが、継続して取り組むことでできるようになっ 

た。目標をもって努力することの重要性を改めて実感した。 

こどもたちにも目標をもたせてあげられることが、教育においても大切なことだ 

と思う。 

 

○ 教育総務部長諸報告 

  なし 

 

○ 教育指導部長諸報告 

（１）令和８年度兵庫県公立高等学校入学者選抜日程について 

    令和８年度兵庫県公立高等学校入学者選抜日程について報告した。 

 

（２）令和７年度３学期・令和８年度学校園儀式日程について 

  令和７年度３学期・令和８年度学校園儀式日程について報告した。 

 

委  員 ： 今回から高校受験の出願がインターネットになったとのことだが、 

トラブルなどは起きていないか。 

 

事 務 局 ： 事前に試行期間を設けており、また、学校側も確認しているため、 

現時点では大きなトラブルの報告はない。 

 

 

以上、２件について報告 

 

○ 閉 会   午後３時３５分 


